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木
公
和
尚
遺
稿
に
序
す

昭
和
三
十
四
年
十
二
月
十
五
日
、
世
蕎
八
十
二
才
を
以
て
遷
化
さ
れ
て
早
三
十
三
年
、
光

陰
惜
む
べ
し
無
常
迅
速
時
人
を
待
た
ず
、
本
当
に
月
日
の
経
つ
の
は
速
い
も
の
で
す
。

此
の
度
御
当
山
第
二
十
二
世
昌
道
碩
隆
大
和
尚
稗
師
冷
照
忌
(
三
十
三
回
忌
)
斉
鑓
を
巌

修
さ
れ
る
に
当
り
、
現
住
職
敬
巌
和
尚
様
よ
り
焼
香
大
導
師
と
云
う
過
分
な
大
役
の
お
話
を

戴
き
、
そ

の
上
木
公
和
尚
様
の
御
遺
稿
の
序
文
を
と
の
御

言
葉
も
あ
り
唯
々
恐
縮
い
た
し
て

居
り
ま
す
。

小
柄
儀
浅
学
非
才
も
顧
み
ず
御

言
葉
に
甘
え
、
師
に
対
し
て
の
追
慕
の
念
を
記
し
巻
頭
の

言
葉
と
さ
せ
て
戴
き
ま
す
。

小
柄
に
と
り
ま
し
て
青
春
の
一
頁
に
是
が
非
で
も
書
き
留
め
て
お
き
た
い
事
が
御
座
い
ま

す
。
そ
れ
は
昭
和
十
八
年
十
一
月
八
日
、
普
済
寺
閉
山
物
外
可
什
大
和
尚
毎
歳
忌
の
日
の
事

で
す
。
昭
和
二
十
年
三
月
遷
化
さ
れ
た
日
野
宝
泉
寺
様
の
金
縄
和
尚
様
と
御
当
山
の
木
公
和

尚
様
御
二
人
し
て
「
重
昌
さ
ん
の
身
体
は
お
観
音
様
と
薬
師
様
が
何
時
も
お
守
り
し
て
下
さ

る
か
ら
絶
対
に
戦
死
し
ま
せ
ん
よ
!
」
と
親
身
に
も
勝
る
温
情
溢
れ
る
ば
か
り
の
有
難
い
お



言
葉
を
戴
き
ま
し
た
。
そ
の
翌
月
の
十
二
月
八
日
学
徒
出
陣

、

第
十
四
期
飛
行
科
専
修
予
備

学
生
特
攻
隊
員
で
し
た
が
無
事
蹄
郷
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
偏
に
老
稗
師
御
二
方
の

御
法
力
の
賜
と
心
か
ら
感
謝
致
し
て
居
り
ま
す
。
土
浦
の
航
空
隊
に
居
り
ま
す
頃

、

木
公
和

尚
様
と
普
済
寺
先
々
代
至
敬
和
尚
様
か
ら
は

必
ら
ず
漢
詩
で
激
動
の
お
手
紙
を
戴
き
ま
し

た
。
航
空
隊
で
は
手
紙
は
全
部
検
閲
が
あ
り

、

隊
長
に
漢
詩
を
解
読
し
て
あ
げ
る
の
に
苦
労

を
し
た
想
い
出
が
あ
り
ま

す
。

航
空
隊
で
漢
詩
の
勉
強
が
出
来
た
事
が
現
在
の
小
柄
に
と
っ
て
ど
の
位
役
に
立
っ

て
居
り

ま

す
事
か
唯
々
一
玖
が
下
り
ま
す
。

御
当
山
で
は
去
る
昭
和
五
十
七
年
壬
成
年
十

戸
月

開
山
勅
詮
固
光
大
照
静
師
六
百
遠
年
詩

娃
諸
堂
落
慶
法
要
も
御
法
縁
の
あ
る
各
寺
院
諸
大
徳
各
位
の
越
格
な
る
御
助
法
の

も

と
無
魔

円
成
、
そ

し
て
今
年
先
師
木
公
和
尚
様
の
冷
照
忌
に
当
り
現
住
敬
巌
和
尚
様
に
は
四
大
不
調

の
病
身
に
鞭
打
っ

て

木
公
和
尚
様
の
御
遺
稿
を
編
纂

、

御
両
親
想
い
の
当
住
様

が
汲
め
ど
も

尽
き
る
事
の
な
い
御
思
の
高
分
の
一
に
も
報
い
た
い
と
云
う

一
念
が
切
々
と
伝
っ

て
参
り
ま

す
。木

公
和
尚
様
の
漢
詩
を
奔
請
さ
せ
て
裁
き
ま
す
と
随
身
ヤ
ヱ
様
と
お
二
人
で
銀
難
辛
苦
を

共
に
し
御
苦
労
さ
れ
て
七

人
の
お
子
様
を
育
て
あ
げ
ら
れ
海
よ
り
も
深
い
御
慈
愛

、

そ
し
て



昭
和
二
十
年
五
月
戦
災
に
よ
る
全
焼

、

仮
本
堂
庫
裡
等
の
建
立

、

日
常
生
活
の
中
で
も
何
一

つ
不
平
不
満
愚
痴
を
こ
ぼ
さ
ず
唯
寺
門
の
復
興
に
専
念
さ
れ
た
方
で
あ
る
事
が
推
察
さ
れ
後

昆
を
利
益
す
る
事
甚
大
で
あ
る
と
存
じ
ま
す
。

本
小
冊
子
の
刊
行
に
際
し
越
格
な
る
御
法
愛
を
賜
は
り
ま
し
た
諸
大
徳
各
位
に
衷
心
よ
り

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
末
筆
乍
ら
御
当
山
の
御
隆
盛
と
御
繁
栄
を
心
よ
り
御
祈
念

申
し
上
げ
序
文
に
替
え
さ
せ
て
裁
き
ま
す
。
謹
言
合
掌

平
成
参
辛
未
歳
参
月
音
祥
臼

武
州
立
川
玄
武
山
普
済
寺
第
二
十
六
世

松
華
臨
時
翁
謹
諜
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昭
和
十
五
年
四
月

〈
普
済
寺
〉

賀
弓
場
重
泰
師
菅
山

聖
僅
加
尊
愈
見
功

長
潟
玄
武
山
国
主

工
風
綿
密
一
家
風

柱
杖
化
龍
法
雨
中

聖
瞳
尊
を
加
へ
い
よ
い
よ
功
を
見
る

長
く
玄
武
山
園
主
と
な
る
柱
杖

工
風
綿
密
一
家
の
風

龍
と
化
す
法
雨
の
中

3 



芙
山
老
師
蕎
像
成

七
十
七
春
健
更
加

稗
飴
試
問
長
生
訣

4 

賀
鍾
喜
贈
呈

童
顔
書
像
也
堪
誇

童
顔
の
書
像
ま
た
誇
る
に
堪
ふ

笑
っ
て
指
す
桃
花
源
上
の
霞

笑
指
桃
花
源
上
震

七
十
七
春
健
さ
ら
に
加
ふ

稗
除
試
問
す
長
生
の
訣



昭
和
二
十
一
年

丙
戊
歳
旦

一
把
茅
庵
劫
後
春

煮
来
折
脚
錯
中
味

今
年
富
勝
去
年
貧

雲
餅
如
銭
祝
吉
長

一
把
の
茅
庵
劫
後
の
春
今
年
の
富
は
去
年
の
貧
に
勝
る

煮
来
っ
て
折
脚
錨
中
の
味
雲
餅
銭
の
如
く
吉
長
を
祝
ふ

5 



昭
和
二
十
三
年

戊
子
歳
旦

併
殿
未
成
年
又
新

根
杯
酌
来
徴
醸
好

6 

伸
股
い
ま
だ
成
ら
ず
年
又
新
な
り

椴
杯
酌
み
来
っ
て
微
醸
好
し

満
山
の
瑞
気
満
庭
の
春

福
需
花
前
福
需
の
人

満
山
瑞
気
満
庭
春

福
書
花
前
福
蕎
人



昭
和
二
十
四
年

門番
福
寺
〉

是
真
和
尚
晋
山

秋
晴
満
野
稲
梁
豊

我
輿
瑞
巌
今
也
似

歩
歩
杖
軽
芳
草
風

山
中
自
喚
主
人
公

秋
晴
野
に
満
ち
稲
梁
豊
か
な
り

我
と
瑞
巌
と
い
ま
や
似
た
り

歩
歩
の
杖
は
軽
し
芳
草
の
風

山
中
み
づ
か
ら
喚
ぶ
主
人
公

7 



昭
和
二
十
四
年

己
丑
歳
旦

南
山
献
蕎
聾
窓
前

新
殿
祝
来
陽
徳
復

8 

帯
雲
の
老
松
不
老
の
仙

謡
歌
す
今
歳
大
豊
年

帯
雲
老
松
不
老
仙

謡
歌
今
歳
大
豊
年

南
山
需
を
献
ず
れ
ば
窓
前
に
聾
ゆ

新
殿
祝
ひ
来
れ
ば
陽
徳
か
へ
る



昭
和
二
十
四
年

五
月

己
丑
五
月
間
取
本
堂
成

親
然
香
閣
高
松
顛

慶
讃
瑠
璃
光
併
徳

輪
失
慈
門
修
福
田

東
方
遍
照
界
三
千

説
然
た
る
香
閣
寓
松
の
韻
輪
笑
慈
門
福
田
を
修
す

慶
讃
す
瑠
璃
光
の
僻
徳
東
方
遍
く
照
ら
す
界
三
千

9 



昭
和
二
十
六
年

辛
卯
歳
旦

賓
殿
新
成
歳
又
新

欣
観
輪
英
荘
巌
美

10 

恵
風
吹
静
高
松
春

併
日
増
輝
祝
吉
長

賓
殿
新
に
成
り
歳
又
新
な
り
恵
風
吹
い
て
静
か
な
り
高
松
の
春

よ
ろ
こ
び
観
る
輪
失
荘
巌
の
美
悌
日
増
輝
吉

震
を
祝
ふ



昭
和
二
十
七
年

壬
辰
歳
旦

剥
壷
群
陰
淑
集
団

謡
歌
野
老
春
風
力

山
中
迎
歳
酌
板
杯

梅
柳
棲
桃
次
第
開

群
陰
を
剥
ぎ
蓋
し
て
淑
集
め
ぐ
る

謡
歌
す
野
老
春
風
の
力

梅
柳

山
中
歳
を
迎
へ
板
杯
を
酌
む

樫
桃
次
第
に
開
く

11 



昭
和
二
十
七
年

12 

賀
曇
華
老
師
米
蕎

巨
福
山
中
意
気
豪

齢
迎
米
字
猶
迎
白

書
静
一
味
静
揮
竃

高
書
南
山
百
丈
高

巨
福
山
中
意
気
豪
な
り
書
締
一
味
静
か
に
揮
著
す

齢
米
字
を
迎
へ
な
ほ
白
を
迎
ふ
る
が
ご
と
し
高
書
南
山
百
丈
高
し



昭
和
二
十
八
年

美
巳
歳
旦

満
室
東
風
迎
歳
新

南
山
献
書
福
田
禄

俳
恩
贋
大
尭
天
春

携
得
双
肩
喜
字
民

満
室
の
東
風
歳
を
迎
へ
て
新
な
り

南
山
需
を
献
ず
福
田
の
椋

併
思
慶
大
尭
天
の
春

双
肩
に
櫓
い
得
た
り
喜
字
の
民

13 



昭
和
三
十
年

乙
未
歳
旦

東
風
吹
暖
入
柴
門

七
十
九
年
兼
書
福

祝
歳
先
欣
酒
満
樽

悌
思
奔
得
奔
天
思

東
風
暖
を
吹
い
て
柴
門
に
入
る

七
十
九
年
寄
福
を
兼
ぬ
傍
恩

歳
を
祝
し
ま
づ
欣
ぶ
酒
樽
に
満
つ
る
を

奔
し
得
て

天
恩
を
奔
す

14 



昭
和
三
十
一
年

丙
申
歳
旦

淑
酒
酌
来
八
十
春

天
恩
併
徳
携
無
量

窓
梅
芳
慮
旭
光
新

自
喚
太
平
蕎
老
人

取
酒
酌
み
来
る
八
十
の
春
窓
梅
芳
し
き
慮
旭
光
新
な
り

天
恩
悌
徳
措
ひ
て
壷
く
る
無
し
み
づ
か
ら
喚
ぶ
太
平
寄
老
人

15 
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昭
和
二
十
二
年

園
福
寺
吊
文
英
師

江
雲
滑
樹
雁
音
鮮

北
小
山
坊
秋
夢
冷

未
了
唱
和
風
月
縁

吊
君
聴
雨
夜
如
年

江
雲
滑
樹
雁
音
鮮
か
な
り

北
小
山
坊
秋
夢
冷
や
か
に

い
ま
だ
唱
和
了
ら
ず
風
月
の
縁

君
を
吊
ふ
て
雨
を
聴
く
夜
年
を
い
か
ん
せ
ん

19 



昭
和
二
十
三
年

七
月

二
十
日

(
永
福
寺
〉

慈
光
騨
伯

江
湖
掛
錫
共
参
稗

今
日
小
祥
逢
忌
日

小
祥
忌

却

弟
と
呼
び
兄
と
呼
ぶ
こ
れ
宿
縁

香
を
焚
き
黙
坐
し
嘗
年
を
憶
ふ

呼
弟
呼
兄
是
宿
縁

焚
香
黙
坐
憶
嘗
年

江
湖
掛
錫
と
も
に
参
騨

今
日
小
祥
忌
日
に
逢
ふ



昭
和
二
十
三
年

九
月
十
三
日

(
者
福
寺
〉

文
郁
和
尚
大
祥
忌

香
語

兎
烏
匁
匁
歳
三
遷

努
霧
音
容
尋
那
違

可
愛
山
中
秋
色
好

一
叢
黄
菊
競
芳
餌

兎
烏
匁
匁

愛
す
ベ
し

歳
三
た
び
遷
る

山
中
秋
色
好
く

量
点
繋
た
る
音
容
那
の
過
に
か
尋
ね
ん

一
叢
の
黄
菊
芳
餌
を
競
ふ

21 



昭
和
二
十
四
年

四
月
四
日

〈
普
済
寺
)

挽
芙
山
老
師
兄

行
雲
流
水
遁
難
停

22 

八
十
五
年
春
夢
醒
む

北
叩
山
上
雨
盤冥
し

八
十
五
年
春
夢
醒

挽
去
枢
車
何
限
情

北
部
山
上
雨
聾
冥

行
雲
流
水
め
ぐ
り
て
停
ま
り
難
し

挽
き
去
る
継
車
何
ぞ
情
を
限
れ
る



昭
和
二
十
四
年

〈
普
済
寺
〉

芙
山
老
師
兄
茶
毘
香
語

劫
火
洞
然
焼
大
千

喚
醒
八
十
五
年
夢

色
身
難
壊
法
身
全

化
作
無
何
郷
裏
仙

劫
火
洞
然
大
千
を
焼
く

喚
び
醒
ま
す
八
十
五
年
の
夢
色
身
壊
す
と
い
へ
ど
も
法
身
全
し

化
し
て
無
何
郷
裏
の
仙
と
な
る

23 



昭
和
二
十
四
年

五
月

〈
普
済
寺
)

封
岳
荘
老
漢
大
練
忌

香
語

胡
蝶
夢
醒
七
七
辰

相
思
一
倍
輿
誰
話

24 

封
岳
室
中
の
人

愁
殺
す
荘
前
春
革
新
な
り

影
空
封
岳
室
中
人

愁
殺
荘
前
春
革
新

影
は
空
し

胡
蝶
夢
は
醒
む
七
七
の
辰

相
思
一
倍
誰
と
と
も
に
か
話
せ
む



昭
和
二
十
四
年

(小
川
寺
)

謙
一
議
老
大
和
尚

謙
尊
光
善
譲

這
裏
空
相
憶

真
影
讃

慈
眼
視
衆
生

清
風
匝
地
寒

謙
尊
光
善
く
譲
り

這
裏
空
し
く
相
憶
ふ
慈
眼
も
て
衆
生
を
視
る

清
風
地
を
匝
り
て
寒
し

25 



昭
和
二
十
四
年

(
小
川
寺
〉

26 

碩
雲
大
和
尚
真
影
讃

澄
心
七
十
五
齢
全

更
見
碩
雲
真
面
目

澄
心
七
十
五
齢
全
し

更
に
見
る
碩
雲
真
面
目 書

皐
魯
公
詩
論
仙

如
来
稗
也
祖
師
碑

書
は
魯
公
を
学
び
詩
は
諦
仙

如
来
の
騨
ま
た
祖
師
の
騨



昭
和
二
十
五
年

四
月
四
日

ハ
普
済
寺
)

芙
山
老
師
兄
小
祥
忌

春
山
花
渡
鳥
歌
春

未
完
池
塘
芳
草
夢

師
逝
不
蹄
感
又
頻

一
回
吟
到
一
傷
神

春
山
花
殻
き
鳥
春
を
歌
ふ
師
逝
き
て
婦
ら
ず
感
又
頻
な
り

い
ま
だ
究
め
ず
池
塘
芳
草
の
夢
一
回
吟
じ
て
到
る
一
傷
神

z/ 



昭
和
二
十
六
年

一
月ハ

小
川
寺
〉

碩
雲
稗
師

告
別
昇
仙
七
回
遷

鐘
聾
打
起
天
宮
夢

遠
波
忌

28 

香
語

雲
師
尊
影
是
依
然

一
位
返
魂
心
字
煙

告
別
昇
仙
七
回
遷
る

鐘
聾
打
ち
て
起
る
天
宮
の
夢
雲
師
の
尊
影
こ
れ
依
然

一
一
任
返
魂
心
字
の
煙



昭
和
二
十
六
年

四
月

〈
普
済
寺
〉

芙
山
老
師
兄

海
燕
回
来
人
不
還

返
魂
一
位
焚
心
字

大
祥
忌

分
明
難
見
嘗
年
顔

遮
莫
香
梁
半
炊
間

海
燕
回
り
来
っ
て
人
還
ら
ず

返
魂
一
位
心
字
を
焚
く

分
明
に
見
難
し
嘗
年
の
顔

さ
も
あ
ら
ば
あ
れ
香
梁
半
炊
の
間

却



昭
和
二
十
七
年

九
月
十
三
日

〈
呑
稲
寺
〉

文
郁
樟
英
遠
波
忌

烏
兎
七
周
感
更
深

秋
風
吹
冷
湘
江
上

香
語

清
容
量
刀
繋
那
違
尋

切
切
堪
聞
臆
蜂
吟

烏
兎
七
周
感
さ
ら
に
深
し
清
容
努
繋
那
の
迭
に
か
尋
ね
ん

秋
風
吹
い
て
冷
や
か
な
り
湘
江
の
ほ
と
り
切
切
と
し
て
聞
く
に
堪
ふ
幡
障
の
吟

30 



昭
和
二
十
八
年

一
月〈

南
養
寺
〉

弔
鍛
眼
老
契

稗
剣
一
如
道
徹
真

忽
然
脱
却
旧
皮
袋

琢
磨
八
十
五
回
春

色
即
是
空
無
位
人

騨
創
一
如
道
真
に
徹
す
琢
磨
八
十
五
回
の
春

忽
然
と
し
て
脱
却
す
旧
皮
の
袋
色
即
是
空
無
位
の
人

31 



昭
和
二
十
八
年

十
月

開
山
大
魔
梓
師
開
創
七
百
遠
年
忌

曽
越
波
濡
到
日
東

拍
華
徴
笑
博
心
印

法
憧
建
央
唱
宗
風

七
百
春
秋
道
益
隆

32 

恭
賦
莫

か
つ
て
波
濡
を
越
え
日
東
に
到
り
法
憧
建
て宗
風
を
唱
ふ

拍
華
微
笑
心
印
を
博
へ
七
百
春
秋
道
ま
す
ま
す
隆
な
り



昭
和
三
十
四
年

一月
(
南
養
寺
〉

鍛
眼
師
兄

六
十
年
前
遊
柳
城

賢
建
今
日
山
花
落

遠
波
忌
賦
莫

三
衣
一
鉢
契
同
行

寂
寂
莫
香
何
限
情

六
十
年
前
柳
城
に
遊
び
三
衣
一
鉢
同
行
を
ち
ぎ
る

粛
箆
今
日
山
花
落
つ
寂
寂
た
る

実
香
何
ぞ
情
を
限
れ
る

37 



昭
和
三
十
四
年

六
月
二
十
九
日

〈
福
正
寺
)

鐘
山
師

逝
水
落
花
不
止
痕

忌
辰
七
七
悦
猶
夢 脱

光
忌
賦
莫

故
人
永
別
断
心
魂

春
草
青
青
央
墓
門

逝
水
落
花
痕
を
止
め
ず

忌
辰
七
七
悦
と
し
て
な
ほ
夢
の
ご
と
く

故
人
永
別

38 

心
魂
を
断
つ

春
草
青
青
墓
門
に
突
す



昭
和
二
十
八
年

十
月

時
頼
公
七
百
年
忌

鎌
府
征
夷
賢
相
公

欽
崇
七
百
飴
年
津

謹
賦
莫

頭
陀
修
行
察
民
風

興
園
法
燈
照
海
東

鎌
府
征
夷
賢
相
公
頭
陀
修
行
民
風
を
察
す

欽
崇
す
七
百
除
年
の
津
輿
園
の
法
燈
海
東
を
照
ら
す

33 



昭
和
三
十

一
年

八
月

弔
曇
華
老
師

説
法
度
生
半
百
年

曇
華
花
落
花
開
日

説
法
度
生
半
百
年

曇
華
花
落
ち
花
開
く
日

剖

博
燈
承
得
黙
雷
稗

面
白
本
来
如
是
園

博
燈
承
け
得
た
り
黙
雷
の
稗

面
目
本
来
是
の
如
く
固
か
な
り



休
哉
老
漢
世
三
回
忌
之
辰

花
落
水
流
高
感
牽

思
重
於
岳
深
於
海

展
墓

巌
師
三
十
有
三
年

伏
奉
香
華
奔
塔
前

花
落
ち
水
流
れ
高
感
牽
く

恩
は
岳
よ
り
重
く
海
よ
り
深
し

厳
師
三
十
有
三
年

伏
し
て
香
華
を
奉
じ
塔
前
に
奔
す

35 



昭
和
三
十
三
年

九
月
十
三
日

門
番
街
寺
〉

文
郁
和
尚
稽
名
忌

秋
月
秋
風
吹
夢
醒

十
三
回
忌
薦
何
物

36 

香
語

黄
花
葉
上
露
冷
冷

一
位
心
香
無
字
経

秋
月
秋
風
吹
い
て
夢
醒
め

十
三
回
忌
何
物
を
か
薦
め
む

黄
花
葉
上
露
冷
冷

一
位
の
心
香
無
字
の経



昭
和
十
六
年
二
月

井
上
瑛

挽
無
光
荘
主

精
忠
殉
園
武
兼
文

一
働
春
風
幡
谷
暮

蒙
境
経
論
多
待
君

哀
京
心
緒
恰
如
焚

精
忠
殉
園
武
文
を
か
ね
蒙
境
の
経
論
多
く
君
を
待
つ

一
働
す
春
風
幡
谷
暮
れ
京
哀
た
る
心
緒
恰
も
焚
く
ご
と
し

39 



昭
和
十
六
年
二
月

陸
軍
中
将

井
上
関
下

悼
井
上
閣
下

皇
徳
普
施
蒙
境
民

忽
然
他
界
堪
哀
惜

40 

善
隣
文
化
日
篤
新

無
限
抱
懐
有
限
身

皇
徳
あ
ま
ね
く
施
す
蒙
境
の
民
善
隣
の
文
化
日
に
た
め
に
新
な
り

忽
然
他
界
す
哀
惜
を
堪
ふ
無
限
の
抱
懐
有
限
の
身



昭
和
二
十
六
年

弔
渓
南
居
士

吟
月
一
詠
花
趣
日
新

醒
来
八
十
五
年
夢

一
枝
詩
筆
寓
精
神

脚
却
塵
衣
蹄
本
真

月
を
吟
じ
花
を
詠
じ
趣
日
に
新
な
り
一
枝
の
詩

筆
精
神
を
寓
す

醒
め
来
れ
ば
八
十
五
年
の
夢
塵
衣
を
脱
却
し
て
本
真
に
踊
る

41 



昭
和
二
十
六
年

小
島
隊
之
進

渓
南
居
士
五
七
日
忌

推
蔽
憶
友
那
違
尋

庭
樹
春
来
花
又
護

濁
賦
招
魂
感
更
深

息
機
堂
寂
鳥
空
吟

推
蔽
友
を
憶
ひ
那
の
過
に
か
尋
ね
ん
濁
り
賦
す
招
魂
の
感
更
に
深
し

庭
樹
春
来
り
て
花
ま
た
護
く
息
機
堂
寂
か
に
鳥
空
し
く
吟
ず

42 



昭
和
二
十
六
年

悼
小
島
元
一
君

鐙
零
同
窓
互
琢
磨

辛
商
相
室
歳
空
過

無
端
聞
許
只
驚
該

東
向
悼
君
奈
感
何

蛍
雪
の
同
窓
互
に
琢
磨
す
辛
商
相
墓
め
ば
歳
空
し
く
過
ぐ

端
な
く
も
計
を
聞
き
た
だ
驚
該
東
向
し
て
君
を
悼
む
感
を
奈
何
せ
ん

43 



昭
和
二
十
七
年

三
月
一
日

渓
南
居
土
小
祥
忌

庭
樹
花
開
鳥
告
春

風
光
満
目
輿
誰
賦

息
機
堂
寂
奈
傷
神

濁
把
小
詩
展
故
人

庭
樹
花
聞
き
鳥
春
を
告
ぐ

風
光
満
目
誰
と
と
も
に
か
賦
せ
ん
息
機
堂
寂
と
し
て
傷
神
を
い
か
ん
せ
ん

濁
り
小
詩
を
把
っ
て
故
人
に
展
ず

44 



弔
石
廼
門
景
嘉
翁

六
十
飴
年
過
夢
違

春
風
秋
月
隙
駒
選

四
人
事
友
三
人
逝

空
隔
幽
明
濁
賠
然

六
十
齢
年
夢
と
過
ぐ
る
あ
た
り
春
風
秋
月
隙
駒
遷
る

四
人
の
翠
友
三
人
逝
く
空
し
く
幽
明
を
隔
て
て
濁
り
賠
然

45 



昭
和
二
十
九
年

五
月

(
南
養
寺
〉

弔
兎
輪
大
姉

九
十
八
年
春
夢
移

栽
松
軒
裡
凌
霜
節

九
十
八
年
春
夢
移
る

栽
松
軒
裡
凌
霜
の
節

46 

可
憐
花
落
不
回
枝

塩
逝
喚
誰
話
往
時

憐
む
べ
し
花
落
ち
て
枝
に
回
ら
ず

塩
逝
き
誰
を
喚
び
往
時
を
話
せ
ん



昭
和
二
十
九
年

鶴
川
英
霊
塔

両
頭
裁
断
絶
思
雛

不
朽
偉
勲
博
高
古

香
語

二
百
英
霊
賓
塔
収

無
窮
忠
烈
照
干
秋

両
頭
裁
断
し
恩
髄
を
絶
つ

不
朽
の
偉
勲
高
古
に
停
は
り
二
百
の
英
霊
賓
塔
に
収
ま
る

無
窮
の
忠
烈
干
秋
を
照
ら
す

47 



48 

招
魂
祭

砲
弾
如
雨
轟
雷
震

野
戦
攻
城
功
業
赫

忠
謄
義
心
仰
典
型

大
東
洋
裡
永
平
寧

砲
弾
雨
の
如
く
雷
震
を
轟
か
す
忠
脂
義
心
典
型
を
仰
ぐ

野
戦
攻
城
功
業
赫
た
り
大
東
洋
裡
永
く
平
寧



昭
和
三
十
四
年

弔
五
十
嵐
父
子

翁
参
都
政
創
高
島
寅

大
屋
一
朝
亡
柱
石

見
任
啓
蒙
務
育
英

泣
埋
霊
骨
不
埋
名

翁
は
都
政
に
参
じ
高
島
買
を
創
む

大
度
一
朝
柱
石
を
う
し
な
ふ

見
は
啓
蒙
に
任
じ
育
英
に
務
む

泣
い
て
霊
骨
を
埋
む
る
も
名
を
埋
め
ず

49 
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昭
和
二
十
年

五
月
五
日

付

山
中
集序

陶
弘
景
詩
日
山
中
何
在
鹿

嶺
上
多
白
雲

唯
自
可
恰

好
不
堪
持

贈
君
採
而
名
我
集

嶺

陶
弘
景
の
詩
に
い
は
く
山
中
い
づ
れ
の
慮
に
か
あ
る

た
だ
み
づ
か
ら
た
の
し
む
べ
き
も
好
ん
で

君
に
贈
り
採
り
て
わ
が
集
に
名
づ
く

上
白
雲
多
し

持
す
る
に
堪
へ
ず

53 



昭
和
二
十
年
八
月

54 

乙
酉
八
月
終
戦

五
首

邦
君
告
降
戦
蕊
休

夷
園
将
軍
制
八
洲

大
憲
革
鷲
民
法
療

魔
群
横
暴
不
堪
憂

邦
君
降
を
告
げ
戦
こ
こ
に
休
み
夷
園
の
将
軍
八
洲
を
制
す

大
憲
あ
ら
た
ま
り
民
法
療
る
魔
群
横
暴
憂
へ
に
堪
へ
ず



昭
和
二
十
年

其

八
歳
遠
征
耕
地
荒

貌
緋
難
事
矢
戦
車
醇

三
軍
無
力
園
無
糧

持
相
殉
難
解
武
装

八
歳
の
遠
征
耕
地
荒
る
三
軍
力
無
く
園
に
糧
無
し

批
紘
舞
れ
戦
車
砕
く
時
相
難
に
殉
じ
武
装
を
解
か
る

55 



昭
和
二
十
二
年

其

都
人
魚
隊
柳
陰
屯

村
婦
得
衣
他
得
米

負
嚢
負
嚢
妥
食
村

猶
看
民
俗
古
風
敦

都
人
隊
を
な
し
て
柳
陰
に
屯
す

村
婦
衣
を
得
他
は
米
を
得

棄
を
頁
ひ
嚢
を
頁
ひ
食
村
に
寛
む

な
ほ
民
俗
古
風
の
敦
き
を
看
る
ご
と
し

56 



昭
和
二
十
二
年

其
四

重
税
訣
求
富
閥
蹟

廟
堂
戦
敗
是
誰
罪

兆
民
無
産
園
無
財

屈
辱
千
秋
難
挽
回

重
税
訴
求
富
閥
蹟
ゆ
兆
民
産
無
く
園
財
無

し

廟
堂
戦
敗
る
こ
れ
誰
の
罪
ぞ
屈
辱
千
秋
挽
回
す
る
こ
と
難
し

57 



昭
和
二
十
二
年

其
五

一
櫛
乾
坤
高
策
窮

巨
丸
爆
撃
藤
艦
裂

58 

連
年
征
戦
貨
財
空

腹
断
忠
魂
泣
海
中

乾
坤
を
一
郷
し
て
高
策
窮
す
連
年
の
征
戦
貨
財
空
し

巨
丸
爆
撃
蟻
艦
裂
く
腸
は
断
つ
忠
魂
海
中
に
泣
く
を



昭
和
二
十
二
年

偶
成

寺
失
耕
田
僧
失
糧

法
輪
不
蒔
法
燈
暗

魔
軍
襲
到
式
兼
尭

無
奈
修
羅
併
苑
荒

寺
は
耕
田
を
失
ひ
僧
は
糧
を
失
ふ
魔
軍
襲
ひ
到
る
戎
尭
を
か
ぬ

法
輪
不
轄
法
燈
暗
く
修
羅
を
い
か
ん
と
も
す
る
無
く
仏
苑
荒
る

59 



昭
和
二
十
四
年

農
地
解
放

開
放
民
田
法
特
殊

耕
転
自
作
有
飴
粟

民
田
を
解
放
す
法
特
殊

耕
転
自
作
飴
粟
あ
り

60 

平
等
農
地
小
農
蘇

無
又
犬
家
促
貢
租

農
地
を
平
等
に
し
小
農
よ
み
が
へ
る

ま
た
大
家
の
貢
租
を
う
な
が
す
無
し



昭
和
二
十
五
年

五
月
五
日

重
五

登
巨
福
山

遠
来
衝
雨
拍
梓
関

蒲
節
蘭
湯
僧
恵
浴

六
首

幾
慮
塔
頭
新
緑
間

心
身
清
浄
宿
仙
嚢

遠
来
雨
を
衝
い
て
騨
闘
を
招
く
幾
慮
の
塔
頭
新
織
の
間

蒲
節
の
蘭
湯
僧
恵
浴
心
身
清
浄
仙
茸
に
や
ど
る

61 



昭
和
二
十
五
年

福
山
早
長

雲
封
谷
口
雨
成
震

檀
併
澄
心
三
味
境

62 

隠
隠
暁
鐘
響
翠
民
寸

海
東
法
窟
古
稗
林

雲
は
谷
口
を
封
じ
雨
震
と
な
る
隠
隠
た
る
暁
鐘
翠
与
に
響
く

檀
僻
澄
心
三
味
の
境
海
東
の
法
窟
古
稗
林



昭
和
二
十
五
年

上
山
門

慮
供
門
頭
檀
半
千

悦
疑
両
版
清
風
起

龍
乗
騎
虎
羽
衣
仙

身
在
白
雲
有
頂
天

腰
供
門
頭
撞
半
千
龍
乗
騎
虎

悦
と
し
て
疑
ふ
両
版
清
風
起
る
を

羽
衣
の
仙

身
は
白
雲
有
頂
天
に
在
り

63 



昭
和
二
十
五
年

呈
大
井
総
長

携
任
宗
綱
衆
肇
揚

多
師
辛
苦
経
営
力

64 

伽
藍
復
興
理
頚
荒

併
殿
山
門
仰
放
光

宗
綱
を
携
任
し
衆
望
揚
る

師
の
辛
苦
経
営
力
を
多
と
す
伽
藍
の
復
興
理
額
荒
す

併
殴
山
門
仰
げ
ば
光
を
放
つ



昭
和
二
十
五
年

詣
勝
上
獄

勝
上
霊
峰
接
諸
天

撃
撃
神
鼓
蒼
蒼
曙

進
登
石
径
翠
徴
顛

奉
寮
感
敷
奔
殿
前

勝
上
霊
峰
諸
天
に
接
す

警
警
た
る
神
鼓
蒼
蒼
の
曙

遥
か
に
登
る
石
径
翠
徴
の
願

密
実
を
奉
じ
て
感
敷
た
り
拝
殿
の
前

65 



昭
和
二
十
五
年

詣
鶴
岡
八
幡
社

右
府
嘗
年
放
鶴
岡

源
家
偉
業
停
千
古

66 

親
然
桐
廟
鎮
東
方

神
鏡
昭
昭
神
徳
昌

右
府
首
年
鶴
岡
を
ひ
ら
く

源
家
の
偉
業
千
古
に
博
ふ

親
然
た
る
桐
廟
東
方
を
鎮
む

神
鏡
昭
昭
と
し
て
神
徳
昌
な
り



昭
和
二
十
五
年

周
宵
画
伯
描
巨
松
見
寄
欣
然
題

龍
幹
蔚
蒼
凌
碧
空

山
中
勝
友
唯
君
在

倣
霜
動
節
起
清
風

笑
封
後
凋
老
木
公

龍
幹
蔚
蒼
碧
空
を
凌
ぎ

山
中
の
勝
友
唯
君
の
み
在
り
倣
霜
動
節
清
風
起
る

笑
っ
て
劉
ふ
後
凋
の
老
木
公

67 



昭
和
二
十
六
年

晩
秩

68 

杜
鵠
讃
井
叙
益
頭
俊
南
画

杜
鵠
一
名
不
如
蹄
。
南
邦
禽
春
晩
来
。
眼
黄
褐
色
。

羽
灰
青
。
腹
毛
白
有
黒
斑
。
尾
羽
黒
長
横
白
線
。
棲

於
森
林
。
其
鳴
奇
。
騒
人
愛
君
。
借
鷺
巣
産
卵
。
鴬

負
債
親
晴
育
雛
。
既
長
市
成
鵠
。
秋
風
吹
而
南
蹄
失

古
賢
日
生
者
寄
也

、

死
者
鯖
也
。
皐
者
須
有
省
於
鵠

月
落
西
窓
煙
鎖
林

夏
山
入
夢
聴
鵠
音

北
来
南
去
覇
旅
友

夜
夜
喚
醒
孤
客
心



杜
鴎
一
名
不
如
節
。
南
邦
の
禽、
春
晩
く
来
る
。
眼
は
黄
褐

色
。
羽
は
灰
青
。

腹
毛
自
く
黒
斑
あ
り
。
尾
羽
田
一
…
く

横
に
白

線
長
し
。
森
林
に
棲
む
。

そ
の
鳴
奇
な
り
。
騒
人
こ
れ
を
愛

す
。
気
の
闘
棋
を
借
り
て
卵
を
産
む
。
鴛
か
り
の
緩
と
な
り
雛

を
哨
育
す
。
す
で
に
長
じ
て
隠
と
な
る
。
秋
風
吹
い
て
南
に

締
る
。

古
賢
い
は
く
、

生
者
は
寄
り
死
者
は
締
る
。
事
者
す

ベ
ら
く
騰
に
か
へ
り
み
る
こ
と
あ
る
べ
し
。

月

西
窓
に
落
ち
て
煙
林
を
鎖
す
夏

山
夢
に
入
り
鵠
音
を
聴
く

北
来
南
去
覇
旅
の
友
夜
夜
喚
び
醒
ま

す
孤
客
の
心

69 



昭
和
二
十
七
年

詠
梅

70 

贈
大
石
信
儀
君

鶴
骨
龍
姿
氷
玉
清

凌
霜
貞
節
高
松
配

鶴
骨
龍
姿
氷
玉
清
し

凌
霜
貞
節
高
松
配
す

芳
香
複
郁
護
朝
晴

可
愛
春
風
百
樹
兄

芳
香
複
郁
朝
晴
に
訴
は
く

愛
す
ベ
し
春
風
百
樹
の
兄



昭
和
一
十
七
年

壬
辰
五
月
熱
海

海
上
高
棲
百
偲
峰

偶
来
勝
地
作
遊
客

桃
山
荘
作

南
薫
習
習
緑
陰
濃

泉
浴
風
吟
慰
老
傭

海
上
の
高
楼
百
仰
の
峰
南
薫
習
習

た
ま
た
ま
勝
地
に
来
っ
て
遊
客
と
な
り

二
首

線
陰
濃
か
な
り

泉
浴
風
吟
老
傭
を
慰
む

71 



昭
和
二
十
ヒ
年

其

吸
収
量
気
導
丹
田

寄
水
一
碧
瑠
璃
界

72 

静
愛
波
溝
響
暁
天

康
寒
宮
裏
夢
飛
仙

誕
気
を
吸
収
し

て
丹
田
に
導
く
静
か
に
愛
す
波
濡
暁
天
響
に
く
を

寄
水
一
碧
璃
瑠
の
界
唐
突
、
宮
裏
飛

仙
を
ゆ
め
む



昭
和
二
十
八
年

糧
難

戦
塵
堆
裡
八
迎
春

斗
米
千
園
官
給
少

父
子
分
離
泣
飢
人

都
民
寛
食
乞
農
民

戦
塵
堆
裡
八
た
び
春
を
迎
へ
父
子
分
離
す
泣
飢
の
人

斗
米
千
園
官
給
少
な
く
都
民
食
を
覚
め
て
農
民
に
乞
ふ

73 



開
和
三
十
二
年

五
月
十
八
日

訪
南
養
精
舎

古
利
春
過
花
己
空

四
人
師
友
登
仙
去

74 

緑
陰
深
慮
坐
薫
風

憶
到
美
者
創
侠
翁

古
刺
春
過
ぎ
て
花
す
で
に
空
し

四
人
の
師
友

登
仙
し
去
り

緑
陰
深
き
蕗
薫
風
に
坐
す

憶
ひ
到
る
美
者
創
侠
の
翁



昭
和
三
十
二
年

十
月
十
三
日

参
内
宮
城
奔
観

黄
鐘
音
律
調
紛
紛

此
曲
祇
膝
天
上
有

貴
徳
西
王
柴
入
雲

人
間
得
能
幾
回
聞

糞
鐘
の
音
律
調
べ
紛
紛

こ
の
曲

た
だ
ま
さ
に
天
上
有
る
ベ
し

貴
徳
西
王
柴

雲
に
入
る

人
間
よ
く
幾
回
か
聞
く
こ
と
を
得
む

75 



昭
和
三
十
四
年

「和
光
」
十
月
号

画
山
遊
草

画
山
携
友
暮
春
来

莫
笑
耽
遊
吾
輿
黙

八
首

風
詠
浴
折
又
快
哉

仙
郷
霊
液
樵
心
挨

画
山
友
を
携
へ
暮
春
に
来
る
風

一詠
浴
折
ま
た
快
な
る
か
な

笑
ふ
な
か
れ
耽
遊
わ
れ
賠
に
輿
か
る
を
仙
郷
の
霊
液
に
心
挨
を
糠
ぐ

76 



昭
和
三
十
四
年

「和
光
」
十
月
号

塔
津

頭
上
青
轡
山
又
山

晩
春
塔
津
勝
遊
楽

頭
上
の
青
轡
山
ま
た
山

晩
春
塔
津
勝
遊
の
柴

不
聞
禽
語
聴
海
援

人
歩
南
薫
緑
樹
間

禽
語
を
聞
か
ず
混
援
を
聴
く

人
は
歩
む
南
薫
緑
樹
の
間

77 



昭
和
三
十
四
年

「
和
光
」
十
月
号

十
園
峠

翠
轡
重
墨
筆
晴
空

報
去
青
青
春
草
路

'78 

勢
走
長
蛇
似
競
雄

奔
輪
十
園
入
昨
中

翠
轡
重
同
盟
晴
空
に
聾
え
勢
走
の
長
蛇
雄
を
競
ふ
に
似
た
り

帳
去
す
青
青
春
草
の
路
奔
輪
十
圏
昨
中
に
入
る



昭
和
三
十
四
年

「和
光
」
十
月
号

童
湖

風
光
明
娼
此
仙
匿

関
燭
登
仙
千
偲
翠
一

風
光
明
掘
こ
れ
仙
匪

蹄
蹴
登
仙
千
偲
の
輩

春
水
春
山
開
霊
園

軽
舟
晴
日
渡
童
湖

春
水
春
山
霊
園
を
開
く

軽
舟
晴
日
産
湖
を
渡
る

79 



昭
和
三
十
四
年

「
和
光
」
十
月
号

早
雲
山

軌
輪
直
上
早
雲
山

大
涌
谷
煙
生
脚
底

80 

尚
有
峻
峰
不
可
掌

玉
蓮
秀
麗
筆
雲
間

軌
輪
直
上
す
早
雲
山

大
涌
谷
の
煙
脚
底
に
生
じな
ほ
峻
峰
有
り
掌
づ
る
べ
か
ら
ず

玉
蓮
秀
麗
雲
聞
に
鐘
ゆ



古
関
荒
祉
夕
陽
残
り

今
日
鶏
鳴
無
用
の
術

古
関
荒
祉
夕
陽
残

今
日
鶏
鳴
無
用
術

行
路
難
於
画
谷
難

篠
大
道
到
長
安

行
路
面
谷
の
難
よ
り
難
し

一
僚
の
大
道
長
安
に
到
る

81 

昭
和
三
十
四
年

「
和
光
」
十
月
号

古
関



昭
和
三
十
四
年

「
和
光
」
十
月
号

箱
根
神
社

姦
蔚
森
深
湖
上
宮

祐
神
曽
子
報
親
志

82 

巨
杉
直
立
鍾
蒼
空

献
審
雨
郎
賛
智
雄

議
蔚
森
は
深
し
湖
上
の
宮

祐
神
曽
子
親
の
志
に
報
ゆ

巨
杉
直
立
し
蒼
空
に
聾
ゆ

要
を
両
郎
に
献
じ
て
智
雄
を
賛
ふ



昭
和
三
十
四
年

「
和
光
」
十
月
号

小
涌
園

黄
棲
架
在
翠
徴
峰

小
涌
湯
池
来
操
浴

嵐
霧
乍
開
又
乍
封

休
飴
高
臥
都
心
胸

黄
棲
の
架
は
翠
徴
の
峰
に
あ
り

小
涌
湯
池
操
浴
に
来
り

嵐
露
た
ち
ま
ち
聞
き
又
た
ち
ま
ち
封
ず

汰
蝕
高
臥
し
心
胸
を
諮
く

83 



昭
和
三
十
四
年

「
和
光
」
十
月
号

偶
w-';ｭ, 

牡
丹
花
護
草
抱
藍

日
午
小
禽
暗
不
止

84 

二
十
四
番
春
色
酎

荷
鋤
曳
犠
緩
蹄
巷

牡
丹
花
設
い
て
草
藍
を
抱
き

日
午
小
禽
暗
い
て
止
ま
ら
ず

二
十
四
番
春
色
酎
な
り

鋤
を
荷
ひ
慣
を
曳
き
緩
く
蹄
蓄
す



昭
和
三
十
四
年

「
和
光」
十
月
号

二
首

南
岡
雨
露
緑
芋
芋

耕
息
薫
風
林
下
関

増
産
逐
年
多
要
因

鷺
歌
眼
院
蝶
飛
嗣

南
岡
雨
露
れ
て
緑
芋
芋
た
り
増
産
年
を
逐
ひ
菱
田
多
し

耕
息
め
薫
風
林
下
に
踊
ま
れ
ば
鷺
歌
院
院
蝶
飛
ん
で
刷
る

85 



昭
和
三
十
四
年

「
和
光
」
十
月
号

其

一
領
軍
衿
暖
始
通

燕
雛
求
晴
怯
黄
吻

86 

茶
煙
軽
鴎
小
竜
中

蝶
麹
尋
花
遺
碧
叢

一
領
の
車
衿
暖
始
め
て
通
じ

燕
雛
晴
を
求
め
黄
吻
を
ひ
ら
き
茶
煙
軽
く
あ
が
る
小
蓄
の
中

蝶
麹
花
を
尋
ね
て
碧
叢
を
遺
る



宣
同
雨

慈
雨
蘇
禾
水
瀬
田

畔
頭
農
叫
大
豊
年

喜
同
讃
喜
雨
亭
記

活
酒
家
家
檀
上
天

慈
雨
禾
を
蘇
ら
せ
て
水
田
に
満
つ
畔
頭
の
農
は
叫
ぶ
大
豊
年

喜
び
は
喜
雨
亭
記
を
讃
む
に
同
じ
泊
酒
の
家
々
上
天
に
薩
す

87 



玉
川
納
涼

数
峰
青
黛
一
川
煙

骨
冷
魂
清
忘
午
熱

88 

二
首

陣
陣
水
風
江
月
園

新
涼
寓
餅
不
要
銭

数
峰
の
青
黛
一
川
煙
り

骨
冷
え
魂
清
く
午
熱
を
忘
る陣
々
た
る
水
風
江
月
固
か
な
り

新
涼
高
刷
所
銭
を
要
せ
ず



其

漁
火
風
涼
映
浪
鮮

烏
暗
月
落
湘
江
タ

鐘
聾
進
渡
翠
徴
顛

不
識
何
人
聴
客
船

漁
火
風
涼
し
く
浪
に
映
じ
て
鮮
か
な
り
鐘
聾
遁
か
に
渡
る
翠
徴
の
願

烏
暗
き
月
落
つ
湘
江
の
タ
識
ら
ず
何
人
か
客
船
に
聴
く
を

89 



回

登
高
尾
山

霊
峰
高
尾
再
登
肇

爽
道
老
杉
新
線
開

渓
谷
腕
艇
千
偲
険

翠
髪
無
数
高
重
山

霊
峰
高
尾
ふ
た
た
び
登
華
道
を
爽
む
老
杉
新
緑
の
間

渓
谷
腕
艇
千
偲
の
険
翠
霊
無
数
寓
重
の
山



梅
雨

細
雨
無
聾
連
日
寡

月
沈
葎
底
夜
陰
深

一
蛙
鳴
慮
四
隣
寂

鼓
吹
盗
聴
天
鼓
音

細
雨
聾
無
し
連
日
の

一森

一
蛙
鳴
く
虚
四
隣
寂
た
り月
は
海
底
に
沈
み
夜
陰
深
し

鼓
吹
遥
か
に
聴
く
天
鼓
の
音

91 



黄
梅
の
時
節
雨
冥
冥
誼
史
錨
閑
か
つ
讃
経

終
日
柴
門
人
到
る
少
な
く
郭
公
鳴
く
慮
老
杉
青
し

黄
梅
時
節
雨
冥
冥
讃
史
鎖
閑
且
讃
経

終
日
柴
門
人
到
少
郭
公
鳴
慮
老
杉
青

其

92 



五
月
十
三
日
作

五
月
十
三
天
気
晴

南
岡
北
鳩
午
風
軽

線
陰
慮
慮
鴬
聾
滑

芳
草
如
艶
逐
蝶
行

五
月
十
三
天
気
晴
れ
南
岡
北
鳩
午
風
軽
し

緑
陰
慮
慮
鴬
聾
滑
か
に
芳
草
艶
の
如
く
蝶
の
行
く
を
逐
ふ
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昭
和
三
十
四
年

五
月

奉
祝
皇
太
子
御
成
婚

修
儀
太
子
出
皇
城

沿
道
人
民
宵
奉
祝

94 

鶴
駕
揚
揚
鞭
玉
牒

我
皇
賞
枠
寓
年
聾

儀
を
修
め
太
子
皇
城
を
出
づ

沿
道
の
人
民
脅
し
く
奉
祝

鶴
駕
揚
揚
玉
聴
に
鞭
う
つ

我
が
皇
賓
枠
高
年
の
聾



(斗

松
琴
閣
詩
抄

序

大
東
亜
戦
一
敗
塗
地
。
米
機
筋
群
襲
帝
都
。
昭
和
乙
酉

五
月
二
十
五
夜
焼
夷
弾
投
下
凡
千
儀
箇
。
伽
藍
焼
量
化

空
。
八
月
十
五
日
天
皇
至
米
勝
麿
元
帥
之
営
乞
降
謝
罪

園
辱
何
忍
。
園
無
秩
序
、
民
無
衣
食
。
改
大
憲
、
服
米

軍
統
治
。
耕
地
被
奪
、
通
貨
封
鎖
。
収
数
無
不
到
。
鳴

呼
曹
宣
座
而
待
餓
死
哉
。
乃
努
力
耕
転
。
嘗
塩
臥
薪
。

遮
莫
世
態
饗
遷
。
童
耕
夜
謹
。
此
篇
則
忙
中
閑
吟
也
。

又
老
後
之
慰
安
也
。
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序
大
東
亜
戦
一
敗
地
に
ま
み
る
。
米
機
帝
都
を
群
襲
す
る

た
め
昭
和
乙
酉
五
月
二
十
五
夜

、

焼
夷
弾
投
下
お
よ
そ

千
齢
箇
。
伽
藍
焼
け
壷
き
空
と
化
す
。
八
月
十
五
日
天

皇
、

米
持
麿
元
帥
の
営
に
至
り
降
を
乞
ひ
謝
罪
す
。
園

屠
何
を
か
忍
ば
む
。
園
に
秩
序
な
く
民
に
衣
食
な
し
。

大
憲
を
改
め
米
軍
の
統
治
に
服
す
。
耕
地
奪
は
れ
通
貨

封
鎖
さ
る
。
収
数
到
ら
ざ
る
な
し
。
あ
あ
曹
あ
に
座
し

て
餓
死
を
待
た
む
子
。
す
な
は
ち
努
力
し
て
耕
転
す
。

塩
を
嘗
め
薪
に
臥
す
。
さ
も
あ
ら
ば
あ
れ
世
態

嬰
遷

す
。
豊
は
耕
し
夜
読
む
。
こ
の
篇
ず
な
は
色
忙
中
の
閑

吟
な
り
。
ま
た
老
後
の
慰
安
な
り
。



昭
和
二
十
年
五
月

乙
酉
重
五

菖
蒲
花
渡
緑
成
陰

事
園
遠
征
人
未
返

二
首

佳
節
老
鴬
憐
濁
吟

進
博
寓
里
柳
営
音

菖
蒲
花
設
き
て
緑
陰
と
な
る

奉
園
遠
征
人
い
ま
だ
返
ら
ず

佳
節
の
老
鴬
濁
り
吟
ず
る
を
憐
れ
む

遁
か
に
博
ふ
寓
里
柳
替
の
音
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98 

其

雨
後
観
山
眼
又
青

満
園
晴
日
舞
鯖
艇

武
経
一
巻
讃
残
去

閑
逐
蝶
飛
違
小
庭

雨
後
山
を
観
れ
ば
眼
ま
た
青
し
満
園
晴
日
崎
挺
を
舞
は
す

武
経
一
巻
積
み
残
し
去
り
閑
か
に
蝶
飛
ぶ
を
逐
ひ
小
庭
を
遺
る



乙
酉
五
月
大
東
亜
戦
不
利
。
米
園
空
軍
襲
ニ
我
帝
都
→

毎
夜
数
百
矯
ν
隊
飛
来
。
警
報
頻
博
二
首

警
報
頻
頻
敵
襲
来

飛
機
夜
半
轟
高
雷

帝
京
力
量
防
無
術

如
臼
爆
丸
銭
壁
蹟

警
報
頻
頻
敵
襲
来
飛
機
夜
半
高
雷

を
轟
か
す

帝
京
カ
泰
き
防
ぐ
に
術
無
し
臼
の
如
き
爆
丸
鍛
壁
隈
ゆ
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1田

其

飛
機
列
隊
似
璃
群

月
落
流
星
閃
黒
雲

百
寓
蒼
生
無
避
慮

轟
然
爆
撃
満
城
焚

飛
機
の
列
隊
璃
群
に
似
た
り

百
高
の
蒼
生
避
く
る
虚
無
く

月
落
ち
流
星
黒
雲
に
閃
め
く

轟
然
爆
撃
満
城
焚
く



乙
酉
五
月
廿
五
夜
半
空
襲
益
甚
。
飛
機
攻
ニ
帝
京
一
途
次

投
ニ
下
焼
夷
弾
千
齢
箇
→
轟
然
爆
破
炎
炎
焼
。
伽
藍
一
瞬

化
ニ
阿
鼻
地
獄
→
時
鈴
森
摩
童
六
十
名
疎
開
在
二
本
堂
→

弾
丸
如
雨
降
紛
紛

焔
焔
併
堂
一
瞬
焚

六
十
事
童
逃
慮
失

僚
原
猛
火
雑
児
群

弾
丸
雨
の
如
く
降
り
て
紛
紛

六
十
の
摩
童
逃
ぐ
る
慮
失
ふ

焔
熔
と
し
て
僻
堂
一
瞬
に
焚
く

煉
原
の
猛
火
雑
児
の
群
れ
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昭
和
二
十
年
五
月

災
後
作

戦
火
猛
威
過
暴
秦

鳴
呼
天
網
疎
無
漏

102 

二
首焼

経
廃
寺
併
神
膜

泣
説
輪
廻
訴
九
是

戦
火
猛
威
暴
秦
に
過
ぐ
経
を
焼
き
寺
を
焼
き
併
神
隈
る

鳴
呼
天
網
疎
に
し
て
漏
る
る
無
し
泣
い
て
輪
廻
を
説
き
九
畏
に
訴
へ
ん



其

鳥
時
花
落
日
正
長

色
即
是
空
君
止
説

焼
屋
焼
衣
又
焼
糧

寺
無
俳
像
燕
無
架

鳥
暗
き
花
落
ち
日
正
に
長
し

色
即
是
空
君
説
く
を
止
め
よ

屋
を
境
き
衣
を
焼
き
又
糧
・
を
焼
く

寺
に
併
像
無
く
燕
梁
に
無
し
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昭
和
二
十
年
9

偶
成

二
首

劫
火
洞
然
壊
大
千

須
期
輪
失
復
興
美

七
堂
伽
藍
一
爆
煙

親
義
賓
殿
耀
九
天

劫
火
洞
然
大
千
を
壊
し
七
堂
伽
藍

す
べ
か
ら
く
期
す
ベ
し
輪
失
復
興
の
美

104 

一
爆
の
煙

説
報
た
る
賓
殿
九
天
に
耀
く
を



其

戦
破
困
窮
無
慮
窮

失
衣
失
居
食
最
空

耕
鋤
日
不
遣
他
顧

我
輿
姐
鋳
一
不
同

戦
破
れ
困
窮
し
窮
す
る
慮
な
し

耕
鋤
日
に
他
顧
す
る
這
あ
ら
ず

衣
を
失
ひ
居
を
失
ひ
食
も
っ
と
も
空
し

我
と
姐
鐸
と
一
に
し
て
閉
じ
か
ら
ず
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昭
和
二
十
年
9

偶
成

二
首

仙
頭
芳
詩
一
味
騨

自
今
閑
適
高
松
境

106 

徳
維
呂
奈
道
維
全

種
月
耕
雲
汲
翠
泉

仙
頭
芳
詩
一
味
の
梓
徳
は
こ
れ
昌
に
し
て
道
こ
れ
全
し

ふ
ー
よ
り
閑
適
高
松
の
境
月
に
う
ゑ
雲
に
耕
し
て
翠
泉
を
汲
ま
ん



昭
和
二
十
二
年
9

其

五
十
年
来
一
指
禅

高
松
渓
上
閑
老
鶴

皐
来
畢
去
得
瓦
全

恰
似
百
丈
事
老
泉

五
十
年
来
一
指
の
梓
奉
げ
来
り
畢
げ
去
り
瓦
全
を
得
た
り

寓
松
渓
上
閑
か
な
る
老
鶴
あ
た
か
も
百
丈
に
似
て
老
泉
を
皐
ぶ
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昭
和
二
十
三
年

寄
芙
山
老
師
兄

窓
封
芙
山
門
玉
川

無
聾
詩
也
有
整
重

108 

静
飴
一
…
柴
唱
酬
園

八
十
四
年
降
諦
仙

窓
は
芙
山
に
針
し
門
は
玉
川
静
儀
一
柴
唱
酬
園
か
な
り

無
聾
の
詩
ま
た
有
聾
の
重

八
十
四
年
降
諦
仙



昭
和
二
十
三
年

題
芙
山
老
師
兄
重

隔
霞
山
下
避
秦
村

両
岸
風
光
堪
董
虚

二
首

花
渡
鳥
時
碧
水
温

載
春
小
艇
出
桃
源

霞
を
隔
て
山
下
秦
を
避
く
る
村
花
瑳
き
鳥
暗
き
碧
水
温
し

両
岸
の
風
光
重
慮
に
堪
へ
春
を
載
り
て
小
艇
桃
源
を
出
づ
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昭
和
二
十
三
年

其

霜
降
江
村
暮
色
寒

依
稀
五
十
年
前
夢

110 

薬
臨
慮
慮
夕
陽
残

重
裡
神
遊
垂
釣
灘

霜
は
江
村
に
降
り
て
暮
色
寒
し
莱
霞
庭
慮
夕
陽
残
る

依
稀
た
り
五
十
年
前
の
夢

重
裡
に
神
遊
ぶ
垂
釣
の
灘



昭
和
二
十
三
年

(
普
済
寺
)

題
芙
蓉
観

雲
髪
翠
警
列
天
空

蓮
獄
鋭
然
千
古
雲

湘
嶺
甲
峰
一
筆
中

児
孫
献
蕎
白
頭
翁

雲
髪
翠
嘗
天
空
に
列
す
湘
嶺
甲
峰
一
墓

の
中

蓮
獄
嶺
然
千
古
の
雲
児
孫
需
を
献
ず
白
頭
翁
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昭
和
二
十
五
年

五
月
十
六
日

小
川
蹄
途

春
江
如
鏡
柳
如
統

一
路
玉
堤
堪
買
酔

過
玉
)11 

112 

草
繰
風
軽
日
脚
遅

香
魚
五
月
上
竿
時

春
江
鏡
の
如
く
柳
紙
の
如
し

一
路
玉
堤
酔
を
買
ふ
に
堪
ふ

草
繰
に
風
軽
く
日
脚
還
し

香
魚
五
月
上
竿
の
時



昭
和
二
十
六
年

柴
崎
害時
人
草
直
新
成

結
車
先
喜
得
林
居

日
照
桑
麻
春
己
酎

喜
賦

鶴
子
梅
妻
又
長
如

晴
耕
雨
讃
勘
農
書

直
を
結
ん
で
ま
づ
喜
ぶ
得
林
の
居

日
は
桑
麻
を
照
ら
し
て
春
己
に
酎
な
り鶴
子
梅
妻
ま
た
長
如
た
り

晴
耕
雨
譲
勘
農
の
書
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昭
和
二
十
七
年

八
月

加
茂
紀
遊

凸
嶺
凹
渓
低
又
高

青
嵐
一
帯
加
茂
路

途
上

凸
嶺
凹
渓
低
く
ま
た
高
し

青
嵐
一
帯
加
茂
の
路

四
首

走
如
長
蛇
伏
如
瞳

出
峡
澗
流
様
翠
濡

走
る
こ
と
長
蛇
の
如
く
伏
す
る
こ
と
簡
の
如
し

出
峡
の
澗
流
翠
濡
を
様
ら
す
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昭
和
二
十
七
年

八
月

加
茂
浴
舎

前
山
雨
塞
愛
朝
光

浴
後
悠
悠
車
診
好

澗
水
海
援
送
早
涼

依
稀
風
景
似
家
郷

前
山
雨
審
れ
朝
光
を
愛
す

浴
後
悠
悠
車
診
好
し

澗
水
混
援
と
し
て
早
涼
を
送
る

依
稀
た
る
風
景
家
郷
に
似
た
り
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昭
和
二
十
七
年

八
月

石
廊
崎

絶
壁
千
尋
槍
海
秋

黒
潮
彰
碑
石
廊
岬

116 

浩
然
才
立
封
巌
洲

大
島
如
雲
波
上
浮

絶
壁
千
尋
槍
海
の
秋
浩
然
才
立
し
菰
洲
に
射
す

黒
潮
窃
拝
た
り
石
廊
の
岬
大
島
雲
の
如
し
波
上
に
浮
ぶ



石
廊
権
現

高
里
晴
波
針
暁
風

千
尋
崖
上
悠
然
立

水
天
努
繋
肇
何
窮

羽
化
登
仙
海
若
宮

高
里
の
晴
波
暁
風
に
封
し

千
尋
の
崖
上
に
悠
然
と
立
ち
水
天
警
察
堂
一
一
何
ぞ
窮
ま
る

羽
化
登
仙
す
海
若
の
宮

117 



(
南
養
寺
)

寄
銭
眼
老
兄

昔
遊
流
水
又
行
雲

湖
北
江
西
草
蛙
跡

118 

把
住
本
来
一
物
無

追
思
五
十
五
年
君

昔
遊
ぶ
流
水
ま
た
行
雲
把
住
本
来
一
物
無
し

湖
北
江
西
草
軽
の
跡
追
思
す
五
十
五
年
の
君



昭
和
二
十
八
年

厚
木
市
小
野

三
橋
誠
一

四
月
訪
三
橋
家

菜
黄
褒
緑
玉
川
蓬

渡

一
橋
来
又
渡
二

二
首

雲
雀
午
天
鴫
碧
空

君
家
酒
摘
第
三
橋

菜
黄
褒
緑
玉
川
遥
か
な
り
雲
雀
午
天
碧
空
に
さ
ゑ
づ
る

一
橋
を
渡
り
来
り
ま
た
こ
を
渡
る
君
が
家
の
酒
摘
第
三
橋
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昭
和
二
十
八
年

過
愛
甲

層
轡
重
峰
墨
青
螺

童
子
不
知
敗
戦
恨

120 

菜
菱
田
田
遠
軍
霞

紙
鳶
臆
慮
柴
春
和

層
轡
重
崎
青
螺
を
か
さ
ね

童
子
は
知
ら
ず
敗
戦
の
恨

菜
要
因
回
遠
く
霞
を
こ
む

紙
鳶
腕
る
虚
春
和
を
柴
し
む



昭
和
三
十
一
年

相
使
原
市
上
鶴
間

富
岡
藤
信
子
女
史

二
月
十
一
日
興
粛
藤
女
史
遊
小
涌
園

雲
轡
畑
峰
似
扉

風

一
浴
霊
泉
身
垢
浄

禿
嶺
雲
残
白
髪
翁

忘
機
百
尺
玉
棲
中

雲
儲
畑
峰
扉
風
に
似

た
り
禿
嶺
雲
残
る
白
髪
の
翁

一
た
び
霊
泉
を
浴
び
て
身
垢
浄
く
忘
機
百
尺
玉
棲
の
中

121 



昭
和
三
十
一
年

十
月
六
日

観
菊
御
苑

雨
後
秋
晴
猶
小
春

天
門
不
鎖
借
其
柴

二
首

122 

観
菊
御
苑
愛
清
新

随
巷
荷
恩
一
老
民

雨
後
の
秋
晴
な
ほ
小
春
の
ご
と
く

天
門
鎖
さ
ず
そ
の
柴
を
と
も
に
す

菊
を
御
苑
に
観
て
清
新
を
愛
す

随
巷
恩
を
荷
ふ
一
老
民



昭
和
三
十
一
年

十
月
六
日

其

玉
薬
霜
砲
翠
葉
鮮

栽
培
辛
苦
懸
崖
巧

如
龍
如
爆
奔
飛
泉

品
白
評
黄
賞
麗
耕

玉
薬
霜
苗
翠
葉
鮮
か
な
り

栽
培
の
辛
苦
懸
崖
の
巧

龍
の
如
く
爆
の
如
く
飛
泉
奔
ら
す

品
目
評
黄
麗
耕
を
賞
づ
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門
頭
即
目

城
山
翠
滴
高
松
府
知

静
愛
朝
陽
涼
気
動

124 

二
首

挿
得
新
秩
風
露
萎

白
鴎
飛
違
水
難
読

城
山
翠
滴
寓
松
の
府
知
新
秩
を
挿
し
得
て
風
露
妻
た
り

静
か
に
愛
す
朝
陽
涼
気
動
く
を
白
鴎
飛
ぶ
あ
た
り
水
難
挽
く

v 



其

秋
森
霜
降
見
天
工

一
整
一
丘
活
萱
同

好
景
般
般
渓
上
樹

白
雲
黄
葉
半
山
紅

秋
森
霜
降
天
工
を
見
る
一
一
堂
一
丘
活
董
に
同
じ

好
景
般
般
た
り
渓
上
の
樹
白
雲
黄
葉
半
山
紅
な
り
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126 

祝
須
崎
母
堂
喜
蕎

七
十
七
年
喜
毒
辰

童
顔
鶴
髪
小
仙
人

養
来
無
事
長
生
術

酎
酒
重
祝
米
字
春

七
十
七
年
喜
需
の
辰

養
来
無
事
長
生
の
術

童
顔
鶴
髪
小
仙
人

間
酒
重
ね
て
祝
は
ん
米
字
の
春

.., 



八
王
子
市
千
人
町

(
輿
岳
寺
〉

寄
興
岳
寺
主

寺
在
寓
松
新
翠
中

規
然
輪
英
高
堂
美

甲
峰
信
嶺
筆
蒼
空

輿
岳
禅
師
功
徳
隆

寺
は
高
松
新
翠
の
中
に
在
り
甲
峰
信
嶺
蒼
空
に
聾
ゆ

嶺
然
輸
失
高
堂
の
美
興
岳
調
師
功
徳
隆
な
り
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九
月
十
一
日
午
睡
夢
有ν
人

骨
後
作

賜
二
棟
安
園
語
一
巻

城
裡
整
然
宮
殿
新

上
天
授
巻
是
真
神

薫
風
吹
費
南
桐
夢

一
笑
塊
安
園
裏
身

城
裡
整
然
宮
殿
新
な
り
上
天
巻
を
授
く
こ
れ
真
神

薫
風
吹
い
て
管
む
南
何
の
夢
一
笑
す
塊
安
園
裏
の
身

‘" 



賀
相
津
菊
翁
大
書

二
首

村
政
任
来
廿
六
年

善
施
郷
黛
煩
聾
惇

欽
君
福
禄
書
飴
慶

九
十
七
翁
不
老
仙

村
政
任
せ
来
る
廿
六
年
善
く
郷
薫
に
施
す
頚
聾
停
ふ

君
の
福
雄
需
の
儀
慶
を
う
や
ま
ふ
九
十
七
翁
不
老
仙
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130 

其

世
歳
奉
公
柴
有
飴

大
師
再
賜
一
門
春

天
思
噴
蕩
及
斯
老

庭
局
見
孫
日
史

書

翁
賜
ニ
大
轡
-
両
回
。
任
ニ
村
長
及
銀
行
重
役
→
翁
作
日

誌
七
十
齢
年
。
齢
九
十
七
益
勉
。
結
及ν之
。

世
歳
の
奉
公
柴
儀
り
有
り

天
恩
噴
蕩
斯
の
老
に
及
ぶ

大
酪
再
び
賜
ふ
一
門
の
血
管

ま
さ
に
児
孫
日
史
の
書
と
な
す
べ
し

.,.., 



昌

道
和
尚

略
歴

明
治
十
年
(
一
八
七
七
〉
八
月
二
十
四
日

東
京
府
南
多
摩
郡
鶴
川
村
小
野
路
(
東
京
都
町
田
市
小
野
路
町
〉
三
四
四
番
地
に
生
ま

れ
る
。
当
時
先
住
村
手
陽
道
の
子
た
る
昌
道
お
よ
び
そ
の
兄
弟
三
名
は
何
れ
も
出
生
と
同

時
に
当
地
の
名
肇
家
橋
本
再
造
の
戸
籍
に
仮
り
に
入
る
。

明
治
二
十
九
年
(
一
八
九
六
〉
三
月
二
十
八
日

先
住
村
手
陽
道
(
瀞
和
〉
示
寂
に
よ
り

、

そ
の
子
昌
道
お
よ
び
実
弟
康
道
両
名
の
戸
籍

を
橋
本
家
よ
り
抜
い
て
普
済
寺
に
移
籍
さ
せ
る
た
め
南
養
寺
重
松
碩
維
和
尚
仲
介
す
る
。

同
年
四
月

十
日
、

南
養
寺
よ
り
高
松
寺
兼
務
の
書
類
を
郵
送
し
来
る
。
つ
い
で
五
月
四

目
、

昌
道
お
よ
び
康
道
の
両
名

、

東
京
府
北
多
摩
郡
立

川
村
一
八
三
六
番
地
(
東
京
都
立

川
市
柴
崎
町
四
|
二
0
1

四
六
)
普
済
寺
住
職
柴
崎
維
船
の
養
子
と
し
て
入
籍
す
る
。

同
年
九
月
二
十
日
、

昌
道
愛
知
県
名
古
屋
の
徳
源
僧
堂
に
掛
塔
の
た
め
小
野
路
よ
り
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発
つ
。
〈
十
九
才
〉
こ
の
日
南
養
寺

、

小
山
宝
泉
寺
祝
餓
に
来
っ
て
去
る
。

明
治
三
十
三
年
(
一
九

O
O
〉
十
月

暫
暇
し
て
高
松
寺
に
戻
る
。
掛
錫
す
る
こ
と
五
年
。
謙
光
窟
に
参
稗
。

明
治
四
十
年
(
一
九
O
七
〉
=
一
月

腐
朽
せ
る
桃
子
付
き
の
山
門
を
改
築
す
る
。

同
年
十
二
月
八
日

、

愛
知
県
海
部
郡
南
陽
村
福
田
七
八
番
地
森
山
伊
八
三
男
森
山
文
郁

昌
道
を
師
と
し
て
得
度
。

明
治
四
十
一
年
(
一
九

O
八
〉

土
磁
一
棟
を
建
築
。

明
治
四
十

三
年
(
一
九

一
O
〉

四
月
よ
り
大
正
五
年
六
月
ま
で
徒
弟
森
山
文
郁
に
祖
録
を
学
修
さ
せ
る
o

大
正
五
年
(
一
九
二
ハ
)
二
月
一
日

普
済
寺
柴
崎
維
船
和
尚
の
養
子
と
し
て
分
家
し
高
松
寺
住
職
と
な
る
。
(
三
十
九
才
)

同
年
六
月
二
十
四
日
、
神
奈
川
県
愛
甲
郡
玉
川
村
小
野
一

O
九
九
番
地
(
神
奈
川
県
厚

木
市
小
野
一

O
七
回
喬
地
〉
酒
造
業
三
橋
幸
三
郎
三
女
、

三
橋
ヤ
ヱ
を
随
身
と
す
る
。

昭
和
十
九
年
(
一
九
四
四
〉
三
月
二
十
日

..., 
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多
年
当
地
の
三
地
区
の
納
税
組
合
長
と
し
て
納
税
組
合
事
業
に
尽
淳
せ
る
に
よ
り
東
京

都
長
官

、

東
京
財
務
局
長
連
名
の
感
謝
状
を
受
け
る
。

同
年
八
月
十
四
日
、
東
京
都
長
官

、

品
川
区
長
と
戦
時
下
の
学
童
集
団
疎
開
を
受
け
入

れ
る
契
約
を
結
ぶ
。
翌
八
月
十
五
日

、

東
京
都
品
川
区
南
浜
川
町
に
あ
る
鈴
ケ
森
国
民
学

校
の
児
童
職
員
察
母
ら
本
堂
に
集
団
疎
開
し
て
来
る
。
は
じ
め
児
童
二
十
八
名

、

の
ち
に

他
寺
に
集
団
疎
開
せ
る
同
校
児
童
二
十
数
名
が
合
流
す
る
。
「
高
松
寺
学
寮
」
と
し
て
使

用
す
る
。

昭
和
二
十
年
(
一
九
四
五
)
五
月
二
十
五
日

夜
半
太
平
洋
戦
争
下

、

米
国
爆
撃
機
の
東
京
空
襲
の
途
次

、

多
数
の
焼
夷
弾
攻
撃
を
受

け
、

本
堂
庫
裡
玄
関
お
よ
び
付
属
建
物
な
ど
す
べ
て
全
焼
す
る
。
御
本
尊
様
は
じ
め
仏

像
、

仏
具
、
過
去
帳

、

仏
具
類
お
よ
び
書
籍
類
一
千
余
加
こ
と
ご
と
く
灰
燈
に
帰
す
る
。

僅
か
に
土
蔵
一
棟

、

山
門
の
み
が
類
焼
を
兎
が
れ
る
。
疎
開
学
童
は
火
焔
の
な
か
を
走
り

ぬ
け
て
二
粁
ほ
ど
東
方
に
あ
る
真
言
宗
千
手
院
に
全
員
無
事
避
難
す
る
。

と
の
日
よ
り
寺
族
分
散
し
て
小
山
宝
泉
寺
お
よ
び
橋
本
香
福
寺
へ
仮
寓
す
る
。

同
年
十
月
仮
庫
裡
を
建
立
す
る
。
建
坪
十
坪

、

平
屋
茅
葺
。
つ
づ
い
て
十
二
月
仮
本
堂

建
立
に
着
手
。
寺
族
の
資
財
と
檀
信
徒
の
崎
市
財
を
建
立
資
金
に
充
当
す
る
。
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昭
和
二
十
二
年
(
一
九
四
七
)
三
月

住
職
を
辞
し
闘
栖
と
な
る
。
(
七
十
才
〉

昭
和
二
十
三
年
(
一
九
四
八
〉
八
月

屋
外
に
東
司
一
棟
を
建
立
す
る
。

昭
和
二
十
四
年
(

一
九
四
九
〉

仮
本
堂
落
成
。
建
坪
十
四
坪

、

木
造
平
屋

、

亜
鉛
板
葺
。

同
年
十
二
月
八
日

、

町
田
市
小
山
町
宝
泉
寺
に
肥
る
同
寺
末

、

正
源
寺
の
本
尊

、

脇
侍

お
よ
び
十
二
神
将
を
勧
請
し
て
御
本
尊
と
し
て
入
仏
安
置
す
る
。

昭
和
二
十
九
年
(
一
九
五
四
〉
五
月

仮
客
殿
着
工
。
翌
年
四
月
完
成
。
建
坪
九
坪
余

、

木
造
平
屋

、

亜
鉛
板
葺
。

昭
和
三
十
四
年
(
一
九
五
九
〉
十
二
月
十
五
日

肝
硬
変
に
よ
り
一
示
寂
。
世
間
吋
八十二
。

大
本
山
建
長
寺
よ
り
再
住
職
の
法
階
を
贈
ら
れ
る
。

法
号
贈
再
住
建
長
当
山
二
十
二
世
昌
道
碩
隆
大
和
尚
枠
師

同
月
十
六
日
通
夜

、

翌
十
七
日
津
送

、

埋
葬
す
る
。

..., 
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政

文

当
山
二
十
二
世
田
国
道
和
尚、

法
詳
は
日
明
隆、
号

は
木
公
。
昭

和
三
十
四
年
十
二
月
遷
化
し

て
よ
り
す
で
に

三
十
三
星
霜
を
経
る
。

木
公
幼
少
よ
り
詩
文
を
好
み
書
芸
に
親
し
む
。

四
書
五
経
を
は
じ
め
十
八
史
時

、

白
氏
文

集
、

唐
宋
の
詩
篇
を
耽
読
す
。
多
年
に

一旦
り
詠
吟
せ
る
詩
傷
、

雑
詠
を
は
じ
め
必
蹟
も
ま
た

多
し
。一

は
山
中
集

す
。

こ
は
木
公
吟
稿

三
は
松
琴
閣
詩
紗
と
題
し

て
み
づ
か
ら

朋
子

に
治
書

大
本
山
建
長
寺
発
行
の
「
和
光
」
誌
に
も
幾
多
の
詩
篇
を
投
稿
し

、

し
ば
し
ば
掲
載
さ

る
。
昭
和
二
十
年
(
一
九
四
五
〉
五
月
、
戦
禍
を
被
り
伽
藍
全
焼
の
折
そ
の
詩
日
間
多
く
焼
失

す
。そ

の
後
歳
月
移
っ

て
四
十
有
余
年

、

小
納
、
そ
の
詩
篇
の
散
侠
を
恐
れ
努
め
て
蒐
集
し
整
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理
し
て
保
存
す
。
そ
の
作

、
加
筆
あ
り
、

削
除
あ
り
、

一
一
請
を
改
め
一
句
を
訂す
。
推
蔽
の

跡
歴
然
た
り
。
判
読
に
努
む
る
も
解
読
し
難
き
は

、

や
む
な
く
割
愛
す
。
願
は
く
は
先
住
こ

れ
を
諒
恕
せ
ら
れ
む
こ
と
を
。

そ
の
遺
稿

、

詞
華
は
豊
醇
に
し
て
清
雅
。
雅
語
は
簡
明
に
し
て
詩
趣
深
遠
。
筆
勢
は
端
正

に
し
て
奔
放
な
り
。
新
奇
巧
工
を
求
む
る
態
な
し
。
調
肝
風
横
溢
し
て
無
礎
自
在
な
り
。

小
柄
、
先
住
冷
照
忌
に
当
り

「
木
公
遺
稿
」
を
編
む
。
大
本
山
建
長
寺
の
別
格
地
た
る
立

川
市
普
済
禅
寺
の
住
持

、

弓
場
重
田
田
町
親
し
く
題
字
な
ら
び
に
序
文
等
を
賜
ふ
。
記し
て
深

甚
な
る
謝
意
を
表
す
る
。

こ
こ
に
「
木
公
選
稿
」
編
集
の
経
緯
の
概
要
を
録
す
。

平
成
参
辛
未
歳
拾
月

符
臨
済

高
松
小
住

敬
鍛
謹
誌

‘圃，
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木
公
遺
稿

平
成
彦
辛
来
年

同
年編

集
発
行
人

印
刷
所

九
月
二
十
日
印
刷

十
月

一
日
発
行

町
田
市
小
野
路
町
三
四
凶
需
地

高
松
寺
U

持

電
話

柴
崎
敬
鍛

O
四
二
七
(
三五
)
二O
四
七

東
京
都
港
区
間
庁
山
二
丁
目
十
一
帯
十
七
号

第
一
法
規
出
版
株
式
会
社

屯
括

O
=
一
(三
四
O
四
)
ご
二
五
一



‘" 





ー-'






